
ＩoT活用推進モデル事業（輪島市上下水道局）

事業の内容及び効果

モデル事業対象地区
(輪島市深見町・白米町他）

 輪島市上下水道局では、平成30年1月の寒波に伴う宅内給水管の凍結等により大規模断水が発生。開栓中の空き家の確認作業
に時間を要したこと等を教訓とし、スマートメーター導入により漏水を直ちに検知する災害に強い水道システムを構築する

 北陸電力送配電株式会社と連携し、電力スマートメーター通信網を活用することにより，コスト低減・広域的な遠隔検針が可
能となる。将来像として、他事業との連携・統合等による料金関係業務の更なる効率化も期待できる

 取得するビッグデータは、災害等における漏水の早期発見・断水の未然防止に役立てるほか、将来的な面的流量把握による運
用高度化も検討する。お客さま向けにWeb検針票を導入するとともに、使用水量や水道料金等の見える化サービスを提供する

スマートメーターとは 「スマート水道メーター」とは、遠隔で検針値等のデー
タを取得でき、指定された時間間隔もしくは一定水量の
使用ごとにデータ送信ができる水道メーターをいう

地域
課題

従来のボックスに収まる
スマート水道メーター
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石川県輪島市
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スマート水道メーター導入の手引き

輪島地区＜市街域①＞
R3～:100件

深見・白米地区＜郊外域＞
R2～:404件

門前地区＜市街域②＞
R4～:100件

・⾧期不在の『開栓中空き家』増加
⇒ 冬季漏水時の原因特定が困難

事業効果・将来像

平成30年1月の寒波
により740件の宅内
漏水が発生。
貯水池水位の低下に
より給水する10,871
世帯のうち、7,654
世帯が断水し、復旧
に11日間を要した。

凍結
漏水
おそれ

スマートメーターにより
・検針員が辿り着きにくい場所も検針
・毎日の使用データを取得・配信

水道と電気の共同検針により
・単独導入よりもイニシャル、

ランニングのコストが低減、
かつ広域的に遠隔検針が可能

システム
サーバ

・平成30年1月に発生した大規模断水を教訓として、ス
マートメーターが検知する情報から、災害等における
漏水箇所の早期発見や断水の未然防止に役立てる

事業
内容

・輪島市内の市街・郊外の３つのモデル地区計６０４件に先行導入
・ﾒｰﾀｰや通信端末、ｻｰﾊﾞ設置に係る費用に財政支援（補助率:1/3）

・目視による確認・検針を遠隔化することにより、
災害時はもとより、将来見込まれる検針員不足
に備え、労務コストの縮減や業務効率化に寄与

・将来像として、類似のライフライン（電気・ガス等）事
業の連携・統合等が見込まれ、共同検針によるデータを
活用した料金関係業務の効率化が期待できる

・先行導入する住民の協力もいただき「見える化」や
「見守りサービス」など住民ニーズに応じたデータ活用
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